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１０月１日に当教室で第２回英検が行われました。試験って緊張するも
のですね～。皆さんの緊張感が伝わってきて、座って監督しているだけ
の私でさえも、ヘトヘトになってしまいました・・

いろんな英会話教室が、「英検実績」を売りにしていますが、これは英
会話教室や英語塾の実績ではなく、本人とその学習をサポートしてくだ
さっている保護者の実績だなと改めて感じました。英語は量が大事、そ
の量を補完するのは家庭学習なんです。もちろん週に１回の限られた時
間精一杯指導させていただいておりますが、英語は量と反復練習が決め
手です。それを補完できるのは家庭でしかありません。語彙や長文を読
む力、リスニングというものは短期間で突然実力をUPさせるというこ
とはできません。日頃の反復練習がキーなのです。

ただ、ここまで書いて水を差すようなのですが、私は英検など英語の資
格試験というもののために英語に取り組むというのは好きではありませ
ん。「受験英語が使えない」とよく言われるのも英語が結局勉強で終
わってしまっているからだと思います。多読・多聴を鬼のように勧めて
いるのは、教科としての英語ではなく、言語としての英語を身に着けて
ほしいからです。当教室でも、小学生で２級や準２級に合格した生徒さ
んもいらっしゃいますが、それらの生徒さんは例外なく多読・多聴に取
り組まれてきました。言語として英語を身に着けている過程で、試しに
英検を受けてみたら意外に簡単だった、という感想をいただいています。
もちろん、ライティングや時間配分などの技術的な面は対策をする必要
がありますが、実力があれば特に英検に特化して勉強しなくても十分対
応できるのです。当教室の英検対策コースが４回コースなのは、実力が
ある程度ついているという事が前提で、テスト前の技術的な指導に
フォーカスしているためだからです。それ以上だと「テストのための英
語」になってしまいます。
言語としての英語を楽しく習得できるよう、これらも一生懸命皆さんの
英語学習をサポートさせて頂きます！
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●≪重要≫翌月からの各種変更（休会・退会など）の手続きの届
出締切日は20日までです。お間違いのないようお願い致します。

一部欠席された場合、あるいは２０日までに休会・退会のご連絡
がなかった場合、特別な理由を除き後からの払い戻しはできませ
んのでご了承ください。

●10月31日（火）～11月4日（土）は調整週の為、すべてのクラ
スがお休みです。

●スーパートドラーの受講生は、12月に教科書「Jim’s Magic 

House 3」の教材費2200円をお月謝と一緒に引き落とさせていた
だきます。

●ハロウィンレッスンのグループ写真をホーム
ページの会員限定ページに掲載いたします。
期間は11月のみ。ページへアクセスするための
パスワードは です

●【あかしあ台教室】送迎の車の数が増え、時間帯や曜日（木曜
日・金曜日）によっては教室前が車で混雑し、近所の方や通行さ
れている方々の迷惑となっています。混んでいる時間帯を避ける、
教室前ではなく近くでお子さんと待ち合わす、お車以外でお迎え
に来ていただく、といった工夫をしていただければ助かります。

●多読アプリ有料貸し出し受付中：600円/月×2024年3月までの
月数

●≪10月～11月の補講日≫補講の予約をキャンセルする場合は、
確認メールよりお手続きください。

フェイスブック インスタグラム ホームページ 補講予約ページ
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スーパーキッズ 14:55～15:25 11月18日（土）12月9日（土）

キッズ①＆①+ 14:55～15:25 11月25日（土）12月16日（土）

キッズ②＆②+ 18:20～18:50 11月21日（火）12月12日（火）

キッズ③＆③+＆キッズ④ 18:20～18:50 11月28日（火）12月19日（火）

キッズ④以上/中学生 14:00～14:30 11月11日（土）12月2日（土）
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2学期が始まったばかりなのに来年度のクラス調整？？そうなんです。
早すぎるようですが、在籍されている生徒さんの希望とレベルにあった
クラスを提供させていただくために、新クラスの開講やクラス編成のた
めの準備をしていく時期となりました。特に幼稚園クラスは人数も多い
ので、早めに来年度の予定を組んでいく必要があると思っています。

クラス調整の流れは、まずアンケートをとり、来年4月からの皆様の意
向を確認した後、2024年度の時間割りを作成します。新時間割をお渡
しした後(1月末頃)、ご希望クラスへの予約をしていただきます。通常
既存の少人数(８人制)の子供クラスは特に希望がない限り、そのままレ
ベルアップいたします。ただし、曜日が変更する場合や受講者が定員に
満たない場合クラスを融合する場合もあります。

また、1年間の学習がしっかり定着していない場合は、もう1年同じレ
ベルのクラスをお勧めする場合もあります。特に低学年クラスで、フォ
ニックス等の文字認識があやふやな場合、読み書きが本格的に始まる
キッズ②への移行が大変困難になってきます。基礎力が固まっていれば
追いつくのは簡単ですが、そうでない場合は、実力の差がますます開い
てしまうし、英語に対して苦手意識を持ちやすくなります。

１１月末頃から来年度クラス希望用紙をお渡しいたします。年末までに
アンケートを記入の上、ご提出ください。
各クラスの概要は下記の表をご参考ください。

クラス名 授業内容と目標

スーパートドラー

★定員12人★

幼稚園年少～年中

●英語を楽しむ
●お話を通して、簡単な英語のフレーズや単
語をたくさん覚える
●ゲームやダンス等、体を動かしながら英語
に親しむ
●簡単なフォニックスの練習と文字の認識

スーパーキッズ

★定員8名★

幼稚園年長～
小学1年生

●英語の基礎作り/英語の感覚を養う
●単語をたくさん覚える
●簡単な会話 問いと答えができる
●アルファベット大文字・小文字を書く練習
●フォニックスの基礎作り
●3文字程度の単語が読める

キッズ①＆①+

★定員8名★

低学年

●英語の感覚をみにつける
●フォニックスの基礎作り
●94のセンテンスが反射的に言える
●3文字の単語や、3～4文字の長母音が入った 

基本的な単語が読める
●44個のサイトワード（頻繁に出てくる単語）が読
める・書ける
●BBカードで英語の文法感覚をのばす

キッズ②以上

★定員8名★

小学校低学年～
高学年

●英語の4技能（読む・書く・話す・聞く) の育成
●中学生レベルの文法の導入
●引き続きフォニックスの基礎固め
●英語の多読へのチャレンジ
●年間44個のフレーズが読める・書ける
●BBカードで英語の文法感覚をのばす
●英検にもチャレンジ（希望者のみ）

来年度に向けてのクラス調整



英検と集中講座のお知らせ

11月&12月のスクールカレンダー

＃今の英語学習だけでは物足りない！
＃もっと自分の言葉で英語を話してみたい！
＃海外の人に本当に通じる英語表現を知りたい！
＃英語を話す機会を増やしたい！
＃英語で話すことに自信をつけたい！

そんな小学生・中学生・高校生の皆さんのためのSpeech Award「Lingua 
Speech Award」に挑戦してみませんか？参加費は無料！1分間のスピーチ
動画を送るだけで応募できます。最優秀賞に選ばれると（総合型選抜入試で
も使える）表彰状がもらえてインタビュー記事も公開されます

このスピーチに挑戦したい生徒さんを、クリストファー先生と初穂先生の２
名体制でサポートします。エッセイの添削はクリストファー先生がもちろん
担当。自然な英語表現や、スピーチを意識した文章校正は、ネイティブ講師
にサポートしてもらうのが一番です。また、発音やイントネーションの矯正
は、かなりスパルタ（笑）に指導します。なぜかというと、身に付いた発音
は一生ものだからです。発音がよければ、リスニング向上につながるし、な
んといっても英語をしゃべる事がますます楽しくなります。（逆に、間違っ
た発音が身についてしまうと、それを矯正するのは本当に大変）。今までス
ピーチをサポートさせていただいた生徒さんは、例外なく英語の実力が伸び
ました。また、スピーチをすることで声の抑揚、発音、ジェスチャー、表情
など音読や英文法の勉強だけでは身に付かない伝える力や英語表現力を強化
できます。

スピーチコンテストのような機会は、正しい発音やイントネーションを身に
つける最高のチャンスですし、なんといっても英語の実力を伸ばす素晴らし
い機会です。

このコンテストでは、英語力に従い3つのレベルにて分け、レベル別にて個
人のスピーチの技量を競います。映像による予選の上、決勝戦を実施し、各
レベルより優勝者を1名、全レベルで最優秀賞1名を選出します。

レベル１：英語検定3級程度（CEFR A2）
レベル２：英語検定準2級程度〜2級程度（CEFR B1）
レベル３：英語検定1級、IELTS5.5〜6.5程度（CEFR B1-B2）

英検３級程度なら、挑戦してみよう！という気になりますよね～。

英語のエッセイは「幸せ」について。
あなたの今までの人生で一番幸せに思った事を伝える事が課題です。「いつ、
どのように、なぜ」という事を明確にてください。

審査基準は：
1. Intelligibility：人に伝わる英語(文法/発音/単語)で話す
2. Creativity：人が興味を惹かれるように紹介する
3. Relevance：物語と自分との関係性を伝える

頑張る生徒さんを私達が一生懸命サポートしますよ！！

中学生が英語で躓く大きな原因は綴り。小学生では「聴く・話す」が中心
の活動なのですが、中学生になっていきなり「正しく綴る」事が求められ
ます。フォニックスの土台がない子供達にとって、綴りは暗記に頼るしか
ありません。これって大問題！！と思っていたのですが、なんとNew 
Horizonから「魔法の読み書きアプリ」が公開されました！！三田市も英
語の教科書はNew Horizonを使っているので、教科書に出てくる単語が
楽しく学べます。このアプリはストーリー性やコレクション要素など、繰
り返し遊びたくなるような仕掛けがあり、視覚効果や音声、操作感など
も、楽しく取り組めるように工夫されています。

⚫︎自分で単語を読む(ブレンディング)
⚫︎パッと見て読めるようにする必要がある単語(多くはフォニックスのルー
ルに沿っていない)
⚫︎語彙を増やす

という三つに分かれていて、自力で英語が読める基礎を固める事ができま
す。このアプリは一応中学1年生を対象にした内容ですが、中学2年生以
上の生徒であっても、読み書きに課題を感じる生徒さんが取り組んで力を
つける事ができます。また、小学生もアルファベットが認識できれば、
ゲーム感覚で楽しめると思いますよ。中学生の読み書きの指導が手薄！と
感じていたので、こうしたアプリの開発は本当に嬉しいニュースです。

小学生高学年生や中学生で、英会話教室に通っておらず、中学英語が不安
な方がお知り合いにいらっしゃったら、ぜひこのアプリ
をお勧め下さい。

魔法の読み書きアプリ

高学年～中学生にお勧めアプリ

小中高生対象 英語スピーチコンテスト
小学生４年生以上になってくると、通塾という選択肢を考慮する生徒さ
んも多くなります。特に、中学受験を考えているお子さんにとっては塾
が大きなウエイトを占めてくる時期かもしれません。高学年というと、
最も英語学習に脂がのってくる時期（？）、その時期に退会される生徒
さんを見送るのは、なんとも寂しい気持ちにもなります。特に「スピー
キング」に関しては、喋らないとあっという間に喋れなくなり、数か月
だけでも間が空いてしまうと滑らかに英語が出なくなります。目的に向
かって選択を絞っていくのは当然の事なのではあるのですが、あんなに
英語が発話できていたのに・・と残念に思う事も少なくありません。

そしてこの時期によく聞かれるのが、「塾の英語と英会話教室の英語は
どう違うのですか」という質問です。同じ英語なのにゴールが違う、そ
の違いが何なのかクリアにする事は大事ですよね。一言で言うと、塾が
勉強としての英語であるのに対し、私達が提供したいと考えているのは
言語としての英語かなと思っています。日本人が英語が苦手とされる最
大の原因は 【英語を勉強だと思っている】・【資格試験、大学入試を
クリアするだけのもの】という点が大きいのではないかなぁと私は感じ
ています。「受験英語が使えない」とよく言われるのも英語が結局勉強
で終わってしまっているからではないでしょうか？

具体的には、塾では英語の問題の解き方、点数に繋がる技術を学ぶ事が
できます。ただ、どうしても日本語ががっつりと介入してくるので、翻
訳英語にならざるを得ない側面はあると思いますし、テストの点に繋が
らない「発音」や「スピーキング」に関しては手薄のように思います。
リーディングに関しても、「文章を読む」事より「問題の解き方」に
フォーカスされているように思います。一方「言語としての英語」の場
合は、英語を英語で理解できる「英語脳」を育てる事を目標にしていま
す。小手先のテクニックではなく、まずはたくさん「読む・聴く・話
す・書く」環境を、「楽しい」をベースに提供し、英語がわかる！だか
ら楽しい、だから英語が好き、というポジティブな経験を楽しんでもら
う事をとても大事にしています。ヒアリングやスピーキングの力がつく
と、それらはライティングやリーディングの実力にも反映されてきます。
塾・英会話教室・独学・どれも長短の側面があるので、目的に合わせて、
学習スタイルを選択してみてください。

塾の英語と英会話教室の英語って何が違うの？
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